
別紙１

中期計画＜令和２年度～令和４年度＞
評価

○授業ベーシックに基づき、教科横断的に板
書を統一し、主体的・対話的・深い学びに繋
がる研修を推進する。
・日常的な「主体的対話的で深い学び」の授
業実践
・全国学力学習状況調査において、全国平
均を上回る。
・高知県学力定着状況調査において、全国
平均を上回る。
・児童の授業評価アンケートにおいて、授業
に関する項目で肯定的評価９０％以上
・学校評価アンケート、「学力」に関する項目
をA評価

目標＜単年度の到達指標＞

教師の指導力向上
＜Ⅰ-１（２）＞
＜Ⅰ-２（１）＞
【学力向上部会】

情報教育の推進
＜Ⅲ-１（１）＞
【情報教育担当】

・西留先生を招聘し（４回）、全校研や校内研修の中で、授業形態に
ついて確認し、改善を図る。
・ベーシックに基づき教科横断的に板書を統一し、アクティブラーニ
ングの研修を進める。
・高知の授業づくり講座を受講し、指導力を高める。
・学習の手引きを作成し、児童が主体的に活動できるようにする。
・ホワイトボードの活用、意見交換、ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ等などを活用し、全
教科において、探求的な授業に取り組み「言語活動」を充実させる。

・基礎学力の定着のため、ゆずっこタイム・家庭学習・自主学習の指
導・加力指導を継続して行う。

・各学習場面に応じた効果的なICT活用方法等についての校内研修
を実施する。
・デジタル教材等ICT機器を活用した授業づくりを推進する。
・講師を招きプログラミング教育研修会を行う。

・小中合同研２回と小学校の全校研を３回実施する。
・授業づくり講座一人１回以上の受講

・全国学力状況調査において、全国平均を上回る。
・高知県学力定着状況調査において、全国平均を上回る。

・児童の授業評価アンケートにおいて肯定的評価95％
「友だちと考えを発表し合ったり、よりよい考えを見つけたりすること
ができた」
「学習のまとめやふりかえりを自分の言葉で表現することができた」

・単元テストで93％正答率

・学期に２回職員研修をもち、タブレットの活用状況を共有し、活用
度を高める。
・「学習ソフトウェアなどを活用して、児童の理解・習熟に応じた課題
などに取り組ませる」　できる　80％
・授業アンケート「具体的な資料やもの、ICT等を使って分かりやすく
教えてくれた」肯定的評価95％
・全学年でプログラミングを活用した授業を実施する。

○授業ベーシックに基づき、教科横断的に板
書を統一し、主体的・対話的・深い学びに繋
がる研修を推進する。
・日常的な「主体的対話的で深い学び」の授
業実践
・全国学力学習状況調査において、全国正
答比を上回る。
・高知県学力定着状況調査において、県平
均を上回る。
・児童の授業評価アンケートにおいて、授業
に関する項目で肯定的評価９０％以上
・学校評価アンケート、「学力」に関する項目
をA評価

教師の指導力向上
＜Ⅰ-１（２）＞
＜Ⅰ-２（１）＞
【学力向上部会】

情報教育の推進
＜Ⅲ-１（１）＞
<Ⅲｰ１（２）＞
【情報教育担当】

・指導案検討及び授業研に東部教育事務所の指導主事を招聘し、
授業改善を図る。
・ベーシックガイドブックに基づき、児童が主体的・対話的に活動でき
る授業づくりを目指す。
・高知の授業づくり講座を受講し、指導力を高める。

・ホワイトボードの活用、意見交換、ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ等を活用し、全教
科において、探求的な授業に取り組み「言語活動」を充実させる。

・基礎学力の定着のため、ゆずっこタイム・家庭学習・自主学習の指
導・加力指導を継続して行う。

・各学習場面に応じた効果的なICT活用方法等についての校内研修
を実施する。
・デジタル教材等ICT機器を活用した授業づくりを推進する。
・講師を招聘し、プログラミング教育研修を行うことで、効果的にICT
等を授業で活用する。

・小中合同研２回と小学校の全校研を３回実施する。
・授業づくり講座一人１回以上の受講
・全国学力状況調査において、全国平均を上回る。
・高知県学力定着状況調査において、全国平均を上回る。

・児童の授業評価アンケートにおいて肯定的評価95％
「友だちと考えを発表し合ったり、よりよい考えを見つけたりすること
ができた」「学習のまとめやふりかえりを自分の言葉で表現すること
ができた」
・単元テストで93％正答率

・学期に２回職員研修をもち、タブレットの活用状況を共有し、活用
度を高める。
・学習ソフトウェアなどを活用して、児童の理解・習熟に応じた課題な
どに取り組ませる。
・授業アンケート「具体的な資料やもの、ICT等を使って分かりやすく
教えてくれた」肯定的評価95％
・全学年でプログラミングを活用した授業を実施し、職員で共有す
る。

Ｂ

・教科リーダーの手引きの改訂版を作成し、活用でき

た。

・授業づくり講座は全員受けることができた。

・授業の流れカードも統一して使っている。

・県版学調結果

4年国語76.4（全国68.9）

　　 算数67.5（全国63.0）

5年国語63.7（全国67.1）

     算数68.6（全国57.7）

   　理科59.2（全国71.5）

・児童授業評価アンケート「友だちと考えを発表し合っ

たり、よりよい考えを見つけたりすることができた」肯定

的評価97％

・「学習のまとめやふりかえりを自分の言葉で表現する

ことができた」肯定的評価85％

・単元テストの正答率　92.8％

習熟できていない内容については定着を図った。

・「学習ソフトウェアなどを活用して、児童の理解・習熟

に応じた課題などに取り組ませる」肯定的評価80％だ

が、内容が希薄なため講師を招聘して活用度を高める

研修を行い、実践に繋げていく。

年度末検証
＜到達指標の達成状況を検証＞

【学校名】 馬路小学校 【教職員数】

・学年、教科、小中を超えた授業スタイルの共通化
・児童の学習状況を把握し、伸ばしたい力を明確にして指導にあ
たる。
・学習意欲を高め、一人ひとりが分かる喜びや学ぶ喜びを実感で
きる授業を創造する。
・学びに向かう姿勢を育み、高めるための学習指導を充実させ
る。
・言語活動の充実と表現力豊かな生徒を育成する。
・計画的、継続的な校内研や授業研を行う。
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　私たちの村はかつて林業により日本の近代化を支えた歴史があり、その先人の誇りを胸に官民
一体となり持続可能な自治体のあり方を懸命に模索し、激しい競争の中、絶えず新たなものを創
造しながら、価値を生み出す努力を続けている。しかし、「元気村」で知られる本村も先の調査で
四国一の人口減少率を示し、厳しい状況に向き合うなど、本校には新たなイノーべーションを生
み出し、村の未来を託す人材育成という大きな期待と使命がある。そして地理的ハンディが情報
の過疎、教育の格差に繋がる事がない取り組みが、教職員にはその覚悟と実践力が求められ
る。小中一貫校の強みを最大限に活かし、村を離れる１５才時の理想像を共有し、義務教育の担
い手であるという共通認識と、「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」について、９年間にわたる
一貫した協働的な取り組みを進め、新しい未来と時代を切り拓く児童生徒の育成を目ざす。

学校経営方針

【学級数】 【児童生徒数】 294【校長名】 仙頭　瑞嘉学校経営計画　＜令和２年度～令和４年度＞

○５教科については単式で授業しているので、児童を見取りやすく、授
業の流れが把握しやすい。
○一人ひとりに活躍する場を設けることができる。
○各種アンケート結果の肯定的評価が高い。
「授業中はすすんで勉強している」88％
「家庭学習は意欲をもって取り組んでいる」87％
●R元年度高知県学力定着状況調査
　４年（国語－9.8　算数－11.9）
　５年（国語－12.1 　算数＋9.9　理科＋6.1）
●少人数のため、友だちからの学びが少なく、主体的・対話的で深い学
びに繋がりにくい。
●生活経験が少なく、創造力に欠ける場面がある。
　

○道徳アンケートの「道徳の時間」の項目で肯定的に答えている児童が
９１％である。
○自尊感情の項目では、８２％が肯定的に答えている。
●QーUアンケートでは、学級生活不満足群の児童が１９．４％である。
○道徳参観日の保護者の参加率は、９２％である。

学校教育目標 学校経営理念
やさしく　かしこく　たくましく ～「心」と「学び」と「体」を鍛える～

研究主題
「自ら学ぶ力のある児童の育成」
～児童が主体的・対話的で深い学びに向かうICTを活用した学習過程・指導
方法の研究～

目標＜３年後の到達指標＞

中間検証
＜４～８月の取組を検証＞

評
価

目標達成に向けた取組

○小中連携教育の推進
・中学校による乗り入れ授業の充実による小中連携。児童アンケート肯定
的評価100%
・小中合同職員会、合同研修会、二部会の充実。教員アンケート肯定的
評価100%　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・小中が連
携した不登校・問題行動への取り組み。不登校・問題行動０継続。
○保護者、地域との連携･協働の推進。保護者アンケート肯定的評価
100%
○外部人材を積極的に活用した防災･安全教育への取り組み。新たな外
部人材の活用。
○教員の時間外勤務月４５時間以内の割合を７割。

行動指針＜３年間の取組方針＞

○小中連携教育の推進
・新たに小中管理職企画委員会（2回/週）を設け、乗り入れ授業、
合同行事、合同研修会、合同支援委員会、特別支援等について
小中の連携を図り、OJTの効果を高める。アンケートにより確認。
○外部人材を積極的に活用した防災･安全教育への取り組み。
新たな外部人材、新しいカリキュラムを取り入れる（防災訓練にお
ける避難所体験等）
○教員の時間外労働
校務支援システムにより勤務の実態を可視化し、業務の精選を行
う。

○小中合同行事や乗り入れ授業により、小中教職員が１５歳卒業時の
望ましい姿、９年間を通し身に付けさせたい力について、中学校の専門
性と小学校のきめ細かさ両方で考える事ができる
○小中合同職員会や合同研修会により、義務教育の担い手であるとい
う共通意識を持ち、９年間にわたり子どもたちを見守って行くシステムが
ある。
○不登校・問題行動は数年来０であり、保護者、地域からの学校への
信頼も高く、連携・協働の環境が整っている。
○全生徒が部活動（野球部・卓球部）に参加し、保護者の理解も深く協
力的である。
●外部人材を積極的に活用した防災･安全教育への取り組みが不十
分。
●全教員の時間外労働が月45時間を超えている。

○豊かな心を育てる教育の充実
・道徳意識調査で生徒の肯定的評価の割合が９０％以上。
・Q-Uアンケート「学校生活満足群」の割合９０％以上。
・学校評価で「豊かな心」に関する項目をA評価にする。

・小中合同研１回と小学校の全校
研１回を計画通り実施できた。
（西留先生の来校が中止2/4回に
なり代替研修を実施。）
・授業作り講座については、計画
をしていたがコロナの関係で実施
できなかった。
・児童の授業評価アンケート「友
だちと考えを発表し合ったり、より
よい考えを見つけたりすることが
できた」の項目において肯定的評
価９７％
「学習のまとめやふりかえりを自
分の言葉で表現することができ
た」の項目において肯定的評価７
７％
・１学期単元テストの正答率
97.4％
・デジタル教材を用いた授業は実
施しているが、プログラミング教
育については５，６年生２時間、
３，４年生５時間実施。
・授業アンケート「具体的な資料
やものを使って分かりやすく教え
てくれた」肯定的評価９７％
 
 
 
 
 
 
 
 

現状＜○強みと●弱み＞ 検証・評価＜３年間の総括＞

項目
＜振計＞【担当】

・小中合同研３回と小学校の全校研を３回実施する。
・授業作り講座一人１回以上の受講

・高知県学力定着状況調査において、県平均に近づける。

・児童の授業評価アンケートにおいて肯定的評価８０％
「友だちと考えを発表し合ったり、よりよい考えを見つけたりすること
ができた」
「学習のまとめやふりかえりを自分の言葉で表現することができた」

・単元テストで８５％正答率

・「学習ソフトウェアなどを活用して、児童の理解・習熟に応じた課題
などに取り組ませる」　できる　60％
・授業アンケート「具体的な資料やものを使って分かりやすく教えてく
れた」肯定的評価70％
・全学年でプログラミングの授業を実施する。

○授業ベーシックに基づき、教科横断的に板
書を統一し、主体的・対話的・深い学びに繋
がる研修を推進する。
・日常的な「主体的対話的で深い学び」の授
業実践
・高知県学力定着状況調査において、県平
均に近づける。
・児童の授業評価アンケート、授業に関する
項目で肯定的評価８５％以上
・学校評価アンケート、「学力」に関する項目
をA評価

○プログラミング教育の充実を図り、思考力・
想像力の育成及び学習意欲の向上に繋げ
る。

・計画通り合同研及び授業研各1
回実施。授業づくり講座も計画通
り参加している。
・全国学調は教職員全員で自校
採点を行い、課題が見られる領
域や指導項目を明らかにし、授業
で丁寧に扱うことを確認した。
・「友だちと考えを発表し合った
り、よりよい考えを見つけたりする
ことができた」96％
・「学習のまとめやふりかえりを自
分の言葉で表現することができ
た」92％
・単元テストで93％の正答率
・１学期に２回職員研修をもち、
「G suite」の活用状況を共有し
た。
・「具体的な資料やもの、ICT等を
使って分かりやすく教えてくれた」
肯定的評価88％

Ｂ

・コロナ禍で西留先生は招聘できなかったが、合同研

修は実施し、教科リーダーの活用について協議し共有

できた。また、授業づくり講座は全員参加できた。

・全国学調は国語がｰ5.7Ｐ、算数がｰ15.2Ｐ全国を下

回った。県版学調は4国＋21、4算30、5国＋4.4、5算＋

４、5理＋0.2とすべて目標値を上回った。

・児童数が少なく、学力格差が平均値に大きく影響して

いるが、研修や教科リーダーの育成により、授業改善

は進んでいる。また、調査結果を受け、個別の指導も

実施し、学力の向上に努めている。

・「友だちと考えを発表し合ったり、よりよい考えを見つ

けたりすることができた」91％「学習のまとめやふりか

えりを自分の言葉で表現することができた」94％で

徐々に上昇した。

・単元テストで93％の正答率

・学期に２回、タブレットの活用状況を共有した。

・「具体的な資料やもの、ICT等を使って分かりやすく教

えてくれた」は97％で、活用できた。

・メッシュの校内研修を行い、6年理科で活用すること

ができた。

・研修により、教員の授業力や児童への指導力が上が

るので、研修を継続していく。

◆取組の評価指標

○一人ひとりの児童が個性を発揮し主体的に活動できる学校づくりに努める。
○一人ひとりの教師が専門性を発揮し、組織として機能する学校づくりに努める。
○保護者・地域との信頼関係を深め、ともに歩む学校づくりに努める。
○自己研鑽に努め、指導力の向上を目指し、児童の心をしっかり受け止めことのできる学校づくりに努める。
○学校目標の実現や課題の解決を図るチーム馬路の構築に努める。
○互いに教え教えられ、望ましい15才の姿を共有する小中連携教育の推進に努める.
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○授業ベーシックに基づき、教科横断的に板書を統一し、主体的・対話
的・深い学びに繋がる研修を推進する。
・日常的な「主体的対話的で深い学び」の授業実践
・全国学力学習状況調査において、全国正答比でを５P以上。
・高知県学力定着状況調査において、県平均より５P以上。
・児童の授業評価アンケートにおいて、授業に関する項目で肯定的評価９
０％以上
・学校評価アンケート、授業に関する項目→肯定的な評価９０％以上
・学校評価アンケート、「学力」に関する項目をＡ評価

教師の指導力向上
＜Ⅰ-１（２）＞
＜Ⅰ-２（１）＞
【学力向上部会】

情報教育の推進
＜Ⅲ-１（１）＞
【情報教育担当】

短期計画　【知】

・西留先生を４回招聘し、全校研や校内研修の中で、授業形態につ
いて再確認し、一層の改善を図る。
・ベーシックに基づき教科横断的に板書を統一し、アクティブラーニ
ングの研修を継続して行う。
・高知の授業づくり講座を受講し、指導力を高める。
・「教科リーダーの手引き」を見直し、児童が主体的に活動できるよう
に改善を図る。
・ホワイトボードの活用、意見交換、ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ等を活用し、全教
科において、探求的な授業に取り組み「言語活動」を充実させる。

・基礎学力の定着のため、ゆずっこタイム・家庭学習・自主学習の指
導・加力指導を継続して行う。

・各学習場面に応じた効果的なICT活用方法等についての校内研修
を実施する。
・デジタル教材等ICT機器を活用した授業づくりを推進する。
・講師を招聘し、プログラミング教育研修を行うことで、効果的にICT
等を授業で活用する。

◇具体的な取組

○健やかな身体
・体力調査における個人総合評価で、全員がB以上。
・生活習慣に関するアンケートで、意識の向上や改善に取り組む割合が８
０％以上。
・学校評価で「健やかな身体」に関する項目をA評価
・朝食摂取率100％、主食＋主菜＋副菜　８０％以上。
馬路式お弁当の日への意欲的な取組100％継続。

●体力テストでの全校の総合評価分布は、A、Bが３１％、Cが４７％、
D、Eが２１％であり、昨年より大幅にA・B評価が減っている。
○前年度４学年（現在５学年）は、A.B評価は２８％、C評価が７２％であ
る。
○前年度４学年（現在５学年）は上体起こしの得点が平均９ポイントと高
い。
●前年度４学年（現在５学年）は「走」に関する項目の得点が平均４ポイ
ントであり、ほかの学年より弱さが見られる。
○「自己目標を達成できた」の項目での肯定的評価の割合がマット９
５％、水泳８０％だった。
●生活習慣に関するアンケートで、生活習慣の意識を向上していくため
の項目が約７７％と目標値より３％低い。
○朝食摂取率は１００％であった。
●バランスのとれた朝食の主食・主菜・副菜の組み合わせが６８．１％と
目標値の８０％以上に届かなかった。昨年が７５．６％であり、昨年と比
較すると数値が下がった。

・体験的な活動により、人や自然、ものとの関わりを通して道徳的
実践力を育成する。
・異年齢による関わりを重視した指導を工夫し、共感的心情を育
成する。
・全教育活動を通して「人権尊重の心や態度」を育成する。

・集団生活のマナーやルールを身につけ、家庭と連携して基本的
生活習慣を定着させる。
・食生活について生徒の実態を把握し、給食指導等を通して、実
践に結びついた食育指導を行う。
・体育の授業の充実と計画的な体力づくりを通して、体力・運動能
力を向上させる。



○授業ベーシックに基づき、教科横断的に板
書を統一し、主体的・対話的・深い学びに繋
がる研修を推進する。
・日常的な「主体的対話的で深い学び」の授
業実践
・全国学力学習状況調査において、全国正
答比を上回る。
・高知県学力定着状況調査において、県平
均を上回る。
・児童の授業評価アンケートにおいて、授業
に関する項目で肯定的評価９０％以上
・学校評価アンケート、「学力」に関する項目
をA評価

教師の指導力向上
＜Ⅰ-１（２）＞
＜Ⅰ-２（１）＞
【学力向上部会】

情報教育の推進
＜Ⅲ-１（１）＞
<Ⅲｰ１（２）＞
【情報教育担当】

・指導案検討及び授業研に東部教育事務所の指導主事を招聘し、
授業改善を図る。
・ベーシックガイドブックに基づき、児童が主体的・対話的に活動でき
る授業づくりを目指す。
・高知の授業づくり講座を受講し、指導力を高める。

・ホワイトボードの活用、意見交換、ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ等を活用し、全教
科において、探求的な授業に取り組み「言語活動」を充実させる。

・基礎学力の定着のため、ゆずっこタイム・家庭学習・自主学習の指
導・加力指導を継続して行う。

・各学習場面に応じた効果的なICT活用方法等についての校内研修
を実施する。
・デジタル教材等ICT機器を活用した授業づくりを推進する。
・講師を招聘し、プログラミング教育研修を行うことで、効果的にICT
等を授業で活用する。

・小中合同研２回と小学校の全校研を３回実施する。
・授業づくり講座一人１回以上の受講
・全国学力状況調査において、全国平均を上回る。
・高知県学力定着状況調査において、全国平均を上回る。

・児童の授業評価アンケートにおいて肯定的評価95％
「友だちと考えを発表し合ったり、よりよい考えを見つけたりすること
ができた」「学習のまとめやふりかえりを自分の言葉で表現すること
ができた」
・単元テストで93％正答率

・学期に２回職員研修をもち、タブレットの活用状況を共有し、活用
度を高める。
・学習ソフトウェアなどを活用して、児童の理解・習熟に応じた課題な
どに取り組ませる。
・授業アンケート「具体的な資料やもの、ICT等を使って分かりやすく
教えてくれた」肯定的評価95％
・全学年でプログラミングを活用した授業を実施し、職員で共有す
る。

３
年
目

【
令
和
４
年
度

】



①実施予定。
②1回目の実施及び分析。
③８１％である。
④いじめは現在経過観察の案件
あり(8件）。
⑤小小では高学年が低学年に関
わりをもつことができた。（読み聞
かせ、発表）
・不登校（長期欠席）者0名
・校内支援会を毎月１回実施。
今後も学年間の情報を共有し、
外部機関と連携を進める。

Ｂ

①実施した。参加率は100％である。
②1回目は72％であり、２回目は67％であっ
た。
③88％であった。
④いじめは現在経過観察中の案件あり（10
件）。
⑤3学期には、5年生から1・2年生へ「掃除の
やり方」の指導や児童体育員会から全校へ
の「体育集会」で異学年同士関わることが出
来た。
・不登校（長期欠席）者0名

Ｂ

①実施し、参加率は１００％を維持できた。

②1回目が68％であり、2回目は82％であった。

③道徳意識調査における自尊感情は81.3％と達成で

きなかった。良いこと見つけや異学年の交流など自己

肯定感を高めることを中心にした取組をしたが、児童

に浸透していなかった。

・道徳の授業の改善や高知の道徳の活用、通信等に

よる家庭への啓発が効果があったので継続する。

④不登校（長期欠席）１名　いじめ解消13件、経過観察

中3件あり。

⑤肯定的評価100％であった。

・学級だけでなく、異学年交流を更に充実させていく。

中間検証
＜４～８月の取組を検証＞

評
価

年度末検証
＜到達指標の達成状況を検証＞

短期計画　【横断】

Ｂ

Ｂ

①お便りは定期的に発行できた。「バランス
のとれた朝食を摂っている」の回答は72.7％
であった。摂取率は100％であった。目標は
達成したが、主食のみなどのバランスが摂れ
ていない児童がいる。
②75％であった。目標には達していないが、1
名は元々料理に興味があったので否定的評
価になっている。
①D・E評価は18％であったが、D評価に下
がった児童はいるが、それ以上に体力が向
上している児童いるので外遊びなどを継続的
に呼びかけていく。
②平日の睡眠は78％、休日は68％であっ
た。平日の起床は77％、休日は44％であっ
た。調査結果の周知のみだけではなく、継続
した保健教育を行っていく。

２
年
目

【
令
和
３
年
度

】

３
年
目

【
令
和
４
年
度

】

○健やかな身体
・体力調査における個人総合評価で、全員が
C以上９０％。
・生活習慣に関するアンケートで、意識の向
上や改善に取り組む割合が８０％以上。
・学校評価で「健やかな身体」に関する項目
をA評価を目指す。
・朝食摂取率100％、主食＋主菜＋副菜　７
５％以上。
馬路式お弁当の日への意欲的な取組100％
継続。

健やかな体の育成
＜Ⅰ-２（７）＞
【心身の健やかなる
成長部会】

①毎月発行することが出来てい
る。
アンケートについては2学期実施
する予定である。
②2学期以降実施予定。

①10月実施予定。
体育の授業ごとに継続的に体力
づくりを行ってきた。
②平日の睡眠は７２％、休日は６
３％である。平日の起床は８
０％、休日は５０％である。
結果を家庭と共有し協力を仰ぎ
ながら指導を継続する。

①毎月１回発行することができた。
アンケートの結果、朝食摂取率は１００％、
「バランスのとれた朝食を摂っている」の項目
は６５％で食べる内容に課題がある。
②5回実施をし、各回のテーマに沿って工夫
したお弁当を作ってきている。

①体力テストの結果、AB判定が４０％、C判
定が５０％、DE判定（D７％、E３％）が１０％で
あり、今年度の目標を達成できていた。
②平日の睡眠は７４％、休日は７６％である。
平日の起床は６９％、休日は４４％である。

①毎月発行することが出来てい
る。
アンケートについては2学期実施
する予定である。
②2学期以降実施予定。

①集計途中。
②平日の睡眠は８０％、休日は７
０％である。平日の起床は８
１％、休日は４９％である。
結果を家庭と共有し協力を仰ぎ
ながら指導を継続する。

項目
＜振計＞【担当】

目標達成に向けた取組

Ｂ

①教員アンケート肯定的評価100％

②学校教育1児童アンケート「地域の行事にめあてを

持って参加している」肯定的評価64％　　コロナ禍で地

域の行事が未実施だったためと考えられる。

③「地震が起きたときに自分で身を守れるか」64％

「地震が起きたときの安全な避難場所を知っている」

66％

「一人で登下校しているときに安全な場所に避難でき

る」42％

学校の安全避難場所は知っているが、自宅や登下校

の際の避難場所について知らない児童が多い。家庭

を巻き込んだ指導を行う必要がある。

④４～１月の時間外勤務月45時間以内の割合71％

・保護者や地域は、学校行事等にはよく協力してくれ、

その参加率も高い。

・コミュニティースクール設立に向けた学習会等の取り

組みを進める必要がある。

◇具体的な取組 ◆取組の評価指標

＜Ⅳ2-（1）＞
＜Ⅵ3-（１）＞
＜横断１-（１）＞
＜横断２-（1）＞
【教頭、小中各分掌担
当】

◆取組の評価指標

①学校給食を活用した食育を推進する。
②『馬路式お弁当の日』を計画的に実施する。

①食育に関する資料や保健便り・食育便りを定期的に発行する。
「元気のもと朝ごはんカード」の質問「バランスのとれた朝食を摂って
いる」の肯定的回答７0％以上。
②4回目のお弁当の日に保護者へのアンケートを取り、「お弁当作り
を通して、子どもが料理に興味をもつようになった」肯定的評価８
０％以上。

①体力調査の結果をもとに年間を通して計画的な体力づくりを行う。
②生活習慣を把握し、改善に向けての指導を行う。

①体力調査の結果、校内全体でのD・E評価の割合が０％。
②「指定された時間までに睡眠・起床できている児童」が８０％以
上。
※指定の時間について
睡眠時間（低9:00、中9:30、高10:00）
起床時間（6:30）

◇具体的な取組

中間検証
＜４～８月の取組を検証＞

評
価

年度末検証
＜到達指標の達成状況を検証＞

①小中連携教育、教員アンケート肯定的評価８割以上
②地域との連携、児童・保護者評価アンケート肯定的評価８割以上
③防災教育アンケート肯定的評価８割以上
「地震が起きたときに自分で身を守れるか」
「地震が起きたときの安全な避難場所を知っている」
「一人で登下校しているときに安全な場所に避難できる」
　
④時間外勤務月４５時間以内の割合を３割以上

＜Ⅳ2-（1）＞
＜Ⅵ3-（１）＞
＜横断１-（１）＞
＜横断２-（1）＞
【教頭、小中各分掌担
当】

①体力調査の結果をもとに年間を通して計画的な体力づくりを行う。
②生活習慣を把握し、改善に向けての指導を行う。

①学校給食を活用した食育を推進する。
②『馬路式お弁当の日』を計画的に実施する。

①体力調査の結果、校内全体でのD・E評価の割合が1０％以下。
②「指定された時刻までに睡眠・起床できている児童」が平日８０％
以上、休日７５％以上。
※指定の時間について
睡眠時刻（低9:00、中9:30、高10:00）
起床時刻（平日6:30、休日7:00）

①食育に関する資料や保健便り・食育便りを定期的に発行する。「元気のもと朝ごはんカード」の質問

「バランスのとれた朝食を摂っている」の肯定的回答７５％以上。

②4回目のお弁当の日に保護者へのアンケートを取り、「お弁当作りを通して、子どもが料理に興味を

もつようになった」肯定的評価８０％以上。
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・小中連携教員アンケート肯定的
評価８割。日々の交流が肯定感
を高めている。
・地域連携については運動会以
外の行事が中止。2学期にアン
ケート実施
・避難訓練、防災学習は計画通り
行われている。（シェイクアウト訓
練を追加）2学期にアンケート実
施
・夏季休業中以外は時間外勤務
45時間以内１割。
支援員の活用の工夫と行事の取
り組み時間の削減を行う。

Ｂ

①教員アンケート肯定的評価100％
②学校教育保護者アンケート「学校は
家庭への連絡や意思疎通をきめ細か
く行おうとしている」肯定的評価92％
「保護者・地域住民の意見を聞き、そ
の声を学校運営に反映させている」肯
定的評価92％
③「地震が起きたときに自分で身を守
れるか」83％
「地震が起きたときの安全な避難場所
を知っている」75％
「一人で登下校しているときに安全な
場所に避難できる」43％
④９～１１月　45％

①小中連携教育の推進
・中学校による乗り入れ授業の拡大（R元年度12.1/週、R２年度
18.5/週、Ｒ３年度13.2/週 外国語・算数・音楽）
・小中合同職員朝礼週２回、合同職員会月１回
・合同授業研修会年間２回、夏季休業中合同研修３回
・外部講師による合同特別支援研修会
・合同行事の開催（運動会、清掃活動、低学年読み聞かせ等）
　②保護者、地域との連携･協働の推進
・「馬路式お弁当の日」年間５回実施、村納涼祭、おしどりマラソン大
会運営役員、村民駅伝大会、地域人材による授業、敬老会、福祉交
流活動参加等
③防災・安全教育
・外部機関と連携した新規事業の実施（消防、警察、自衛隊）
　④働き方改革
・校務支援システムによる勤務時間の管理を行い、長時間勤務の実
態を可視化し定期的な部会を開催する。

①小中連携教育の推進
・中学校による乗り入れ授業の拡大（R元年度12.1/週から、２年度
は18.5/週に）　　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
教員間の授業参観週間による小中教員の授業評価
・小中合同職員朝礼週２回、合同職員会・支援委員会月１回
・合同授業研修会学期２回、夏季休業中合同研修３回
・外部講師による合同特別支援研修会
・合同行事の開催（運動会、清掃活動、低学年読み聞かせ等）
②保護者、地域との連携･協働の推進
・「馬路式お弁当の日」年間５回実施、村納涼祭、おしどりマラソン大
会運営役員、村民駅伝大会、地域人材による授業、敬老会、福祉交
流活動参加等
③防災・安全教育
・外部機関と連携した新規事業の実施（消防、警察、自衛隊）
④働き方改革
・校務支援システムによる勤務時間の管理を行い、長時間勤務の実
態を可視化し定期的な部会を開催する。

①小中連携教育、教員アンケート肯定的評価８割以上
②地域との連携、学校評価アンケート（児童）肯定的評価８割以上
③防災教育アンケート肯定的評価８割以上
「地震が起きたときに自分で身を守れるか」
「地震が起きたときの安全な避難場所を知っている」
「一人で登下校しているときに安全な場所に避難できる」
　
④時間外勤務月４５時間以内の割合を３割以上

①教員アンケート
　　2学期実施予定
②学校評価アンケートでの見取り
予定
　PTAや村内の各種団体役員等
に対するコミュニティースクール
に関する学習会を２学期に実施
予定
③第3回避難訓練にて
　　事後アンケート実施予定
④時間外勤務月４５時間以内の
割合58％

○小中連携教育の推進
・中学校による乗り入れ授業の充実による小
中連携。児童アンケート肯定的評価80%
・小中合同職員会、合同研修会、二部会の
充実。教員アンケート肯定的評価80%
・支援委員会、特別支援研修会等小中連携
による不登校・問題行動への取り組み。不登
校・問題行動０継続。
○保護者、地域との連携･協働の推進。保護
者アンケート肯定的評価80%
○外部人材を積極的に活用した防災･安全
教育への取り組み。新たな外部人材の活
用。
○働き方改革の推進。教員の時間外勤務月
４５時間以内の割合を３割。

○小中連携教育の推進
・中学校による乗り入れ授業の充実による小
中連携。児童アンケート肯定的評価90%
・小中合同職員会、合同研修会、二部会の
充実。教員アンケート肯定的評価90%
・小中が連携した不登校・問題行動への取り
組み。不登校・問題行動０継続。
○保護者、地域との連携･協働の推進。保護
者アンケート肯定的評価90%
○外部人材を積極的に活用した防災･安全
教育への取り組み。新たな外部人材の活
用。
○教員の時間外勤務月４５時間以内の割合
を５割。

１
年
目

【
令
和
２
年
度

】

○小中連携教育の推進
・中学校による乗り入れ授業の充実による小
中連携。児童アンケート肯定的評価100%
・小中合同職員会、合同研修会、二部会の
充実。教員アンケート肯定的評価100%
・小中が連携した不登校・問題行動への取り
組み。不登校・問題行動０継続。
○保護者、地域との連携･協働の推進。保護
者アンケート肯定的評価100%
○外部人材を積極的に活用した防災･安全
教育への取り組み。新たな外部人材の活
用。
○教員の時間外勤務月４５時間以内の割合
を７割。

＜Ⅰ1-（3）＞
＜Ⅳ2-（1）＞
＜Ⅵ3-（１）＞
＜横断１-（１）＞
＜横断２-（1）＞
【教頭、小中各分掌担
当】

①小中連携教育の推進
・中学校による乗り入れ授業の拡充（R4年度16.8h2/週 外国語・算
数・理科・音楽・体育）
・小中合同職員朝礼週２回、合同職員会月１回
・合同授業研修会年間２回、夏季休業中合同研修３回
・外部講師による合同特別支援教育研修会
・合同行事の開催（運動会、清掃活動、低学年読み聞かせ等）
②保護者、地域との連携･協働の推進
・コミュニティースクール（学校運営協議会）の設立
・「馬路式お弁当の日」年間５回実施、おしどりマラソン大会運営役
員、村民駅伝大会、地域人材による授業、敬老会、福祉交流活動参
加等
③防災・安全教育
・外部機関と連携した新規事業の実施（消防、警察、自衛隊）
　④働き方改革
・校務支援システムによる勤務時間の管理を行い、長時間勤務の実
態を可視化し定期的な部会を開催する。

①小中連携教育、教員アンケート肯定的評価８割以上
②地域との連携、学校評価アンケート（児童）肯定的評価８割以上
学校運営協議会を設立・実施している
③防災教育アンケート肯定的評価８割以上
「地震が起きたときに自分で身を守れるか」
「地震が起きたときの安全な避難場所を知っている」
「一人で登下校しているときに安全な場所に避難できる」
　
④時間外勤務月４５時間以内の割合を7割以上

評
価

年度末検証
＜到達指標の達成状況を検証＞◆取組の評価指標

短期計画　【徳】

目標＜単年度の到達指標＞
項目

＜振計＞【担当】

目標達成に向けた取組 中間検証
＜４～８月の取組を検証＞

２
年
目

【
令
和
３
年
度

】

３
年
目

【
令
和
４
年
度

】

①食育に関する資料や保健便り・食育便りを定期的に発行する。
「元気のもと朝ごはんカード」の質問「バランスのとれた朝食を摂って
いる」の肯定的回答７0％以上。
②各回のテーマに沿った工夫した弁当を作る。（年間５回）

①体力調査の結果をもとに年間を通して計画的な体力づくりを行う。
②生活習慣を把握し、改善に向けての指導を行う。

①体力調査の結果、校内全体でのD・E評価の割合が１０％以下。
②「指定された時間までに睡眠・起床できている児童」が８０％以
上。
※指定の時間について
睡眠時間（低9:00、中9:30、高10:00）
起床時間（6:30）

１
年
目

【
令
和
２
年
度

】

１
年
目

【
令
和
２
年
度

】

健やかな体の育成
＜Ⅰ-２（７）＞
【心身の健やかなる
成長部会】

○豊かな心を育てる教育の充実
・道徳意識調査で児童の肯定的評価の割合
が８５％以上。
・Q-Uアンケート「学校生活満足群」の割合８
５％以上。
・学校評価で「豊かな心」に関する項目のA評
価を継続する。

○豊かな心を育てる教育の充実
・道徳意識調査で児童の肯定的評価の割合
が８５％以上。
・Q-Uアンケート「学校生活満足群」の割合８
０％以上。
・学校評価で「豊かな心」に関する項目をA評
を継続する。

豊かな心の育成
＜Ⅱ-２（１）＞       ＜
Ⅰ-２（４）＞
＜Ⅰ-２（６）＞
【心身の健やかなる
成長部会】

①道徳参観日を実施する。
②ＱーＵ満足群の向上を図る。（多様な支援のあり方の研究）
③自尊感情・人権意識の向上を図る。
④いじめ防止基本方針の見直しと周知を図ると共に、校内支援委員
会を適宜実施する。（学期に２回以上）
⑤小小・小中の異年齢による関わりを重視した指導を工夫し、共感
的な心情を育成する。

①参観日への参加率　90％以上
②Ｑ－Ｕアンケート満足群を１回目より２回目を向上する。（多様な
支援のあり方の研究）
③道徳意識調査における自尊感情　８０％以上
④不登校（長期欠席）０名　　いじめ解消１００％を目指す。校内研修
年間２回。
⑤小小・小中の異年齢による関わりを重視した取り組みを、全学年
で実施する。

豊かな心の育成
＜Ⅱ-２（１）＞       ＜
Ⅰ-２（４）＞
＜Ⅰ-２（６）＞
【心身の健やかなる
成長部会】

①道徳参観日を実施する。
②ＱーＵ満足群の向上を図る。（多様な支援のあり方の研究）
③自尊感情・人権意識の向上を図る。
④いじめ防止基本方針の見直しと周知を図ると共に、校内支援委員
会を適宜実施する。
⑤小小・小中の異年齢による関わりを重視した指導を工夫し、共感
的な心情を育成する。

①参観日への参加率　１００％を維持する。
②Ｑ－Ｕアンケート満足群を１回目より２回目を向上する。（多様な
支援のあり方の研究）８０％以上
③道徳意識調査における自尊感情　８５％以上
④不登校（長期欠席）０名　　いじめ解消１００％を目指す。
⑤小小・小中の異年齢による関わりを重視した取り組みを、全学年
で実施する。プール清掃、体育館清掃を実施し、「他学年の友達と
協力できた」で肯定的評価８０％以上を目指す。

①実施予定。
②1回目の実施及び分析。
③７４％である。低・中学年は８
０％以上であるが、高学年が６
１％と意識が低い。
④7／20以降に入力
⑤１００％である。

○豊かな心を育てる教育の充実
・道徳意識調査で児童の肯定的評価の割合
が８０％以上。
・Q-Uアンケート「学校生活満足群」の割合８
０％以上。
・学校評価で「豊かな心」に関する項目のA評
価を継続する。

○健やかな身体
・体力調査における個人総合評価で、全員が
C以上。
・生活習慣に関するアンケートで、意識の向
上や改善に取り組む割合が８０％以上。
・学校評価で「健やかな身体」に関する２個の
評価の内、１つをA評価にする。
・朝食摂取率100％を継続。主食＋主菜＋副
菜７５％以上。
馬路式お弁当の日への意欲的な取組100％
を継続。

目標＜単年度の到達指標＞

目標＜単年度の到達指標＞
項目

＜振計＞【担当】

目標達成に向けた取組

◇具体的な取組

①学校給食を活用した食育を推進する。
②『馬路式お弁当の日』を計画的に実施する。

豊かな心の育成
＜Ⅱ-２（１）＞       ＜
Ⅰ-２（４）＞
＜Ⅰ-２（６）＞
【心身の健やかなる
成長部会】

○健やかな身体
・体力調査における個人総合評価で、D・E評
価が１０％（３人）以下。
・生活習慣に関するアンケートで、意識の向
上や改善に取り組む割合が７７％で維持す
る。
・学校評価の「健やかな身体」に関する評価
で現状を維持する。
・朝食摂取率１００％を継続。主食＋主菜＋
副菜７０％以上。
馬路式お弁当の日への意欲的な取組１０
０％を継続。

健やかな体の育成
＜Ⅰ-２（７）＞
【心身の健やかなる
成長部会】

①道徳参観日を実施する。
②ＱーＵ満足群の向上を図る。（多様な支援のあり方の研究）
③自尊感情・人権意識の向上を図る。
④いじめ防止基本方針の見直しと周知を図ると共に、校内支援委員
会を適宜実施する。
⑤小小・小中の異年齢による関わりを重視した指導を工夫し、共感
的な心情を育成する。

①参観日への参加率　１００％を維持する。

②Ｑ－Ｕアンケート満足群を１回目より２回目を向上する。（多様な支援のあり方の

研究）８０％以上

③道徳意識調査における自尊感情　８５％以上

④各学年学期に1回は校内支援会を実施する。不登校（長期欠席）０名　　いじめ

解消１００％を目指す。

⑤小小・小中の異年齢による関わりを重視した取り組みを、全学年で実施する。

プール清掃、体育館清掃を実施し、「他学年の友達と協力できた」で肯定的評価１

００％を継続する。

短期計画　【体】



３
年
目

【
令
和
４
年
度

】

○小中連携教育の推進
・中学校による乗り入れ授業の充実による小
中連携。児童アンケート肯定的評価100%
・小中合同職員会、合同研修会、二部会の
充実。教員アンケート肯定的評価100%
・小中が連携した不登校・問題行動への取り
組み。不登校・問題行動０継続。
○保護者、地域との連携･協働の推進。保護
者アンケート肯定的評価100%
○外部人材を積極的に活用した防災･安全
教育への取り組み。新たな外部人材の活
用。
○教員の時間外勤務月４５時間以内の割合
を７割。

＜Ⅰ1-（3）＞
＜Ⅳ2-（1）＞
＜Ⅵ3-（１）＞
＜横断１-（１）＞
＜横断２-（1）＞
【教頭、小中各分掌担
当】

①小中連携教育の推進
・中学校による乗り入れ授業の拡充（R4年度16.8h2/週 外国語・算
数・理科・音楽・体育）
・小中合同職員朝礼週２回、合同職員会月１回
・合同授業研修会年間２回、夏季休業中合同研修３回
・外部講師による合同特別支援教育研修会
・合同行事の開催（運動会、清掃活動、低学年読み聞かせ等）
②保護者、地域との連携･協働の推進
・コミュニティースクール（学校運営協議会）の設立
・「馬路式お弁当の日」年間５回実施、おしどりマラソン大会運営役
員、村民駅伝大会、地域人材による授業、敬老会、福祉交流活動参
加等
③防災・安全教育
・外部機関と連携した新規事業の実施（消防、警察、自衛隊）
　④働き方改革
・校務支援システムによる勤務時間の管理を行い、長時間勤務の実
態を可視化し定期的な部会を開催する。

①小中連携教育、教員アンケート肯定的評価８割以上
②地域との連携、学校評価アンケート（児童）肯定的評価８割以上
学校運営協議会を設立・実施している
③防災教育アンケート肯定的評価８割以上
「地震が起きたときに自分で身を守れるか」
「地震が起きたときの安全な避難場所を知っている」
「一人で登下校しているときに安全な場所に避難できる」
　
④時間外勤務月４５時間以内の割合を7割以上


